別紙様式
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　　　項：保健予防費　　　目：感染症予防費
	事業名:エイズ対策事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　健康福祉部　保健医療課　感染症対策担当　電話番号：058-272-1111（内3351）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11223@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：1,939千円（前年度予算額：2,300千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　　エイズ患者・ＨＩＶ感染者に対する治療、ケア等の充実及び県民への正しい知識の普及により、エイズのまん延防止を図るとともに、エイズに対する偏見・差別を払拭する。
　（１）岐阜県エイズ対策推進協議会の開催
　　　　　　　学識経験者、病院関係者、婦人団体の代表者等からなる「岐阜県感染症予防対

策委員会エイズ予防対策部会」を開催し、全県的なエイズ対策の方針を協議する。
　（２）エイズ教育促進事業　
　　　　保健所担当職員による中高生への出前講座、乳児健診及び母親学級等の機会を

捉えた母親へのエイズの知識の普及（講習、パンフレットの配布）を行う。
（３）針刺し事故によるＨＩＶ感染防止体制の整備事業

　医療機関において、万一針刺し事故が発生した場合の対策として、地域の拠点
となる病院に予防薬を配置する。

（４）エイズ相談員研修事業
　　　患者、感染者及び感染に対する不安を払拭するためのカウンセリング技術等を

習得する研修会に、エイズ治療拠点病院の看護師、心理職等を派遣する。

　（５）エイズ特別研修事業
　　　　　　国立保健医療科学院「エイズ特別研修」に、保健所の保健師を派遣し、エイズ

対策に関する専門的な知識を有する職員の育成を図る。
　（６）個別施策層対策事業
　ボランティア団体、医療機関等の協力を得て、交通の便のよい場所で、利用しや

すい時間帯に無料ＨＩＶ検査会を開催する。
	２　所要経費


　　・岐阜県感染症予防対策委員会エイズ予防対策部会の開催　　　　 158千円

　　　　 ・エイズ教育促進事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 401千円

　　・針刺し事故によるＨＩＶ感染防止体制の整備事業　　　　　　　 700千円

　　・エイズ相談員研修　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 162千円

　  ・エイズ特別研修事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 153千円

　　　　・個別施策層対策事業　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　 365千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                　 合計  1,939千円
	これまでの取組と成果


	１　これまでの取組状況


　　　昭和62年からエイズ対策事業を開始し、地域の実情やエイズ患者の発生状況等を

踏まえながら各種エイズ対策を展開してきた。
	２　これまでの取組に対する評価


　　　　　　　エイズ患者・ＨＩＶ感染者は若年層を中心に年々増加しており、特に男性同性間

による性的接触による感染を原因とする感染例が増加する傾向がみられる。

引き続き、医療関係者や教育現場との連携を深めながら、対策を講じていく必要

がある。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	2,300
	1,150
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,150

	要求額
	1,939
	969
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	970

	決定額
	1,939
	969
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	970


